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(57)【要約】
【課題】搬送波集成システムにおけるＤＲＸタイマーを
カウントする方法及びその装置を提供する。
【解決手段】前記方法は、少なくとも１つのＦＤＤ（Ｆ
ｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ；
周波数分割デュプレックス）サービングセル及び少なく
とも１つのＴＤＤ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕ
ｐｌｅｘ；時間分割デュプレックス）サービングセルを
含む複数のセルを設定するステップと、サブフレームで
ＤＲＸ（Ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｒｅｃｅｐｔｉ
ｏｎ；不連続受信）タイマーをカウントするステップで
あって、前記サブフレームは、前記全てのＴＤＤサービ
ングセルに対して上りリンクサブフレームである、ステ
ップとを有する。
【選択図】図１２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムで動作する端末（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）に対する方法であ
って、
　少なくとも１つのＦＤＤ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ；周
波数分割デュプレックス）サービングセル及び少なくとも１つのＴＤＤ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉ
ｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ；時間分割デュプレックス）サービングセルを含む複数のセ
ルを設定するステップと、
　サブフレームでＤＲＸ（Ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ；不連続受
信）タイマーをカウントするステップであって、前記サブフレームは、前記全てのＴＤＤ
サービングセルに対して上りリンクサブフレームである、ステップを有する、方法。
【請求項２】
　前記ＤＲＸタイマーは、ｄｒｘ－不活性タイマー、ｄｒｘ－再伝送タイマー、又はｏｎ
Ｄｕｒａｔｉｏｎタイマーの少なくとも１つを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記サブフレームが前記複数のセルの少なくとも１つのセルに対して下りリンクサブフ
レーム及びＤｗＰＴＳサブフレームである場合、前記ＤＲＸタイマーは前記サブフレーム
でカウントされる、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記サブフレームを含む前記ＦＤＤサービングセルの全てのサブフレームは、下りリン
クサブフレームであり、前記全てのＦＤＤサービングセルは、ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇＣｅ
ｌｌＩｄが設定されない、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記全てのＴＤＤサービングセルは、ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇＣｅｌｌＩｄが設定されな
い、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　無線通信システムで動作する端末（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）であって、
　ＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）モジュールと、
　前記ＲＦモジュールを制御するプロセッサと、
を備え、
　前記プロセッサは、少なくとも１つのＦＤＤ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ
　Ｄｕｐｌｅｘ；周波数分割デュプレックス）サービングセル及び少なくとも１つのＴＤ
Ｄ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ；時間分割デュプレックス）サービング
セルを含む複数のセルを設定し、サブフレームでＤＲＸ（Ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　
Ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ；不連続受信）タイマーをカウントし、前記サブフレームは、前記全
てのＴＤＤサービングセルに対して上りリンクサブフレームである、端末。
【請求項７】
　前記ＤＲＸタイマーは、ｄｒｘ－不活性タイマー、ｄｒｘ－再伝送タイマー、又はｏｎ
Ｄｕｒａｔｉｏｎタイマーの少なくとも１つを含む、請求項６に記載の端末。
【請求項８】
　前記サブフレームが前記複数のセルの少なくとも１つのセルに対して下りリンクサブフ
レーム及びＤｗＰＴＳサブフレームである場合、前記ＤＲＸタイマーは前記サブフレーム
でカウントされる、請求項６に記載の端末。
【請求項９】
　前記サブフレームを含む前記ＦＤＤサービングセルの全てのサブフレームは、下りリン
クサブフレームであり、前記全てのＦＤＤサービングセルは、ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇＣｅ
ｌｌＩｄが設定されない、請求項８に記載の端末。
【請求項１０】
　前記全てのＴＤＤサービングセルは、ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇＣｅｌｌＩｄが設定されな
い、請求項６に記載の端末。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、無線通信システムに関し、特に、搬送波集成システムにおけるＤＲＸタイマー
をカウントする方法及びその装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
本発明を適用できる無線通信システムの一例として、３ＧＰＰ　ＬＴＥ（３ｒｄ　Ｇｅｎ
ｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖ
ｏｌｕｔｉｏｎ；以下、"ＬＴＥ"という）通信システムについて概略的に説明する。
【０００３】
図１は、無線通信システムの一例として、Ｅ－ＵＭＴＳ網の構造を概略的に示した図であ
る。Ｅ－ＵＭＴＳ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏ
ｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）は、既存のＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　
Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）から進化したシ
ステムであって、現在、３ＧＰＰで基礎的な標準化作業を進めている。一般に、Ｅ－ＵＭ
ＴＳは、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）システムと称することもで
きる。ＵＭＴＳ及びＥ－ＵＭＴＳの技術規格（ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａ
ｔｉｏｎ）の詳細な内容は、それぞれ「３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒ
ｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ；Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｇｒｏ
ｕｐ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ」のＲｅｌｅａｓｅ　７とＲｅｌｅａ
ｓｅ　８を参照することができる。
【０００４】
図１を参照すると、Ｅ－ＵＭＴＳは、端末（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ；ＵＥ）、基
地局（ｅＮｏｄｅ　Ｂ；ｅＮＢ）、及びネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）の終端に位置し
、外部ネットワークと接続される接続ゲートウェイ（Ａｃｃｅｓｓ　Ｇａｔｅｗａｙ；Ａ
Ｇ）を含む。基地局は、ブロードキャストサービス、マルチキャストサービス及び／また
はユニキャストサービスのために多重データストリームを同時に送信することができる。
【０００５】
一つの基地局には一つ以上のセルが存在する。セルは、１．２５Ｍｈｚ、２．５Ｍｈｚ、
５Ｍｈｚ、１０Ｍｈｚ、１５Ｍｈｚ、２０Ｍｈｚなどの帯域幅のうち一つに設定され、多
くの端末に下りリンクまたは上りリンク送信サービスを提供する。互いに異なるセルは、
互いに異なる帯域幅を提供するように設定することができる。基地局は、多数の端末に対
するデータ送受信を制御する。下りリンク（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ；ＤＬ）データに対して、
基地局は、下りリンクスケジューリング情報を送信し、該当の端末にデータが送信される
時間／周波数領域、符号化、データサイズ、ＨＡＲＱ（Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉ
ｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ａｎｄ　ｒｅＱｕｅｓｔ）関連情報などを知らせる。また、上りリン
ク（Ｕｐｌｉｎｋ；ＵＬ）データに対して、基地局は、上りリンクスケジューリング情報
を該当の端末に送信し、該当の端末が使用可能な時間／周波数領域、符号化、データサイ
ズ、ＨＡＲＱ関連情報などを知らせる。各基地局間には、ユーザトラフィックまたは制御
トラフィックの送信のためのインターフェースを使用することができる。核心網（Ｃｏｒ
ｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ；ＣＮ）は、ＡＧ及び端末のユーザ登録などのためのネットワークノ
ードなどで構成することができる。ＡＧは、複数のセルで構成されるＴＡ（Ｔｒａｃｋｉ
ｎｇ　Ａｒｅａ）単位で端末の移動性を管理する。
【０００６】
無線通信技術は、ＷＣＤＭＡ（登録商標）に基づいてＬＴＥまで開発されてきたが、ユー
ザと事業者の要求と期待は増加の一途にある。また、他の無線接続技術が継続して開発さ
れているので、今後、競争力を有するためには新たな技術進化が要求され、ビット当たり
の費用減少、サービス可用性増大、融通性のある周波数バンドの使用、単純構造と開放型
インターフェース、端末の適度な電力消耗などが要求される。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
本発明の目的は、Ｄ２Ｄ通信システムのための通知方法及び装置を提供することにある。
本発明で遂げようとする技術的課題は、以上で言及した技術的課題に制限されず、言及し
ていない他の技術的課題は、以下の記載から、本発明の属する技術の分野における通常の
知識を有する者に明確に理解されるであろう。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
本発明の目的は、無線通信システムにおいて端末（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）を動
作する方法であって、少なくとも１つのＦＤＤ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ
　Ｄｕｐｌｅｘ；周波数分割デュプレックス）サービングセル及び少なくとも１つのＴＤ
Ｄ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ；時間分割デュプレックス）サービング
セルを含む複数のセルを設定するステップと、サブフレームでＤＲＸ（Ｄｉｓｃｏｎｔｉ
ｎｕｏｕｓ　Ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ；不連続受信）タイマーをカウントするステップであっ
て、前記サブフレームは、前記全てのＴＤＤサービングセルに対して上りリンクサブフレ
ームである、ステップとを有する。
【０００９】
本発明の他の形態において、無線通信システムで動作する端末（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍ
ｅｎｔ）であって、無線周波数（ＲＦ；ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）モジュールと
、前記ＲＦモジュールを制御するように構成されるプロセッサとを備え、前記プロセッサ
は、少なくとも１つのＦＤＤ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ；
周波数分割デュプレックス）サービングセル及び少なくとも１つのＴＤＤ（Ｔｉｍｅ　Ｄ
ｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ；時間分割デュプレックス）サービングセルを含む複数の
セルを設定し、サブフレームでＤＲＸ（Ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｒｅｃｅｐｔｉｏ
ｎ；不連続受信）タイマーをカウントし、前記サブフレームは、前記全てのＴＤＤサービ
ングセルに対して上りリンクサブフレームを含む。
【００１０】
好ましくは、前記ＤＲＸタイマーは、ｄｒｘ－不活性タイマー、ｄｒｘ－再伝送タイマー
、又はｏｎＤｕｒａｔｉｏｎタイマーの少なくとも１つを含む。
【００１１】
好ましくは、前記サブフレームが前記複数のセルの少なくとも１つのセルに対して下りリ
ンクサブフレーム及びＤｗＰＴＳサブフレームである場合、前記ＤＲＸタイマーは前記サ
ブフレームでカウントされてもよい。
【００１２】
好ましくは、前記サブフレームを含む前記ＦＤＤサービングセルの全てのサブフレームは
下りリンクサブフレームであり、前記全てのＦＤＤサービングセルは、ｓｃｈｅｄｕｌｉ
ｎｇＣｅｌｌＩｄが設定されなくてもよい。
【００１３】
好ましくは、前記全てのＴＤＤサービングセルは、ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇＣｅｌｌＩｄが
設定されなくてもよい。
【００１４】
上述した一般的な説明と次の本発明の詳細な説明は、例示的かつ説明的なものであり、本
発明の更なる説明を提供するために意図されたものとして理解しなければならない。
【発明の効果】
【００１５】
本発明によれば、ＤＲＸ（Ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ；不連続受
信）タイマーをカウントする効率的な方法を提供することができる。特に、端末は、ＴＤ
Ｄ－ＦＤＤ連合動作でＤＲＸをカウントすることができる。
【００１６】
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本発明から得られる効果は、以上で言及した効果に制限されず、言及していない他の効果
は、以下の記載から、本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する者にとって
は明らかになるであろう。
【００１７】
本明細書に添付される図面は、本発明に対する理解を提供するためのもので、本発明の様
々な実施形態を示し、明細書の記載と共に本発明の原理を説明するためのものである。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】無線通信システムの一例としてＥ－ＵＭＴＳネットワーク構造を概略的に示す図
である。
【図２Ａ】Ｅ－ＵＴＲＡＮ（Ｅｖｏｌｖｅｄ－Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉ
ａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）ネットワーク構造を示すブロック図
である。
【図２Ｂ】一般的なＥ－ＵＴＲＡＮとＥＰＣの構造を示すブロック図である。
【図３】３ＧＰＰ無線接続ネットワーク規格に基づいた端末とＥ－ＵＴＲＡＮ間の無線イ
ンターフェースプロトコル（Ｒａｄｉｏ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）の制
御平面（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｌａｎｅ）及びユーザ平面（Ｕｓｅｒ　Ｐｌａｎｅ）構造を
示す図である。
【図４】本発明の実施例に係る通信装置のブロック図である。
【図５】無線フレーム構造を示す図である。
【図６】ＤＲＸ（Ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ）動作の概念を示す
図である。
【図７】ＬＴＥシステムにおけるＤＲＸ動作のための方法を示す図である。
【図８】搬送波集成（ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）を示す図である。
【図９Ａ】ＦＤＤ　ＵＥ動作のためのテーブルの一例を示す図である。
【図９Ｂ】ＴＤＤ　ＵＥ動作のためのテーブルの一例を示す図である。
【図１０】本発明の実施例に係る搬送波集成システムにおけるＤＲＸタイマーカウンティ
ングを示す概念図である。
【図１１】本発明の実施例に係る搬送波集成システムにおけるＤＲＸタイマーカウンティ
ングの例示図である。
【図１２】本発明の実施例に係る搬送波集成システムにおけるＤＲＸタイマーカウンティ
ングの例示図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　
Ｓｙｓｔｅｍ）は、ヨーロッパシステム、ＧＳＭ（登録商標）（Ｇｌｏｂａｌ　ｓｙｓｔ
ｅｍ　ｆｏｒ　ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）、及びＧＰＲＳ（Ｇｅｎｅ
ｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）に基盤したＷＣＤＭＡ（登録商標
）（Ｗｉｄｅｂａｎｄ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ
）で動作する３世代（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ、３Ｇ）非対称移動通信システムで
ある。ＵＭＴＳのＬＴＥ（Ｌｏｎｇ－Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）は、ＵＭＴＳを規
格化する３ＧＰＰによって議論中にある。
【００２０】
３ＧＰＰ　ＬＴＥは、高速パケット通信を可能にする技術である。ユーザ及び提供者の費
用を減少させ、サービス品質を改善し、カバレッジ（ｃｏｖｅｒａｇｅ）及びシステム容
量を拡張及び改善することを目的とするＬＴＥ課題のための多くの方法が提案された。３
Ｇ　ＬＴＥは、上位－レベル要求であって、ビット（ｂｉｔ）当たりの費用減少、増加し
たサービス可用性、周波数帯域の柔軟性、単純な構造、開放型インターフェース、及び端
末の適切な電力消耗を要求する。
【００２１】
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以下で、添付の図面を参照して説明した本発明の各実施例により、本発明の構成、作用及
び他の特徴が容易に理解され得るだろう。以下で説明する各実施例は、本発明の技術的特
徴が３ＧＰＰシステムに適用された各例である。
【００２２】
本明細書は、ＬＴＥシステム及びＬＴＥ－Ａシステムを用いて本発明の各実施例を説明す
るが、これは例示に過ぎない。したがって、本発明の各実施例は、前記定義に該当するい
ずれの通信システムにも適用することができる。また、本明細書は、ＦＤＤ方式を基準に
して本発明の実施例に対して説明するが、これは例示であって、本発明の実施例は、Ｈ－
ＦＤＤ方式又はＴＤＤ方式にも容易に変形して適用することができる。
【００２３】
図２Ａは、Ｅ－ＵＴＲＡＮ（Ｅｖｏｌｖｅｄ－Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉ
ａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）網構造を示すブロック図である。Ｅ
－ＵＭＴＳは、ＬＴＥシステムと称することもできる。通信網は、ＩＭＳ及びパケットデ
ータを通じたＶｏＩＰ（Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　ＩＰ）などの多様なサービスを提供する
ために広く配置される。
【００２４】
図２Ａに示したように、Ｅ－ＵＭＴＳ網は、Ｅ－ＵＴＲＡＮ（ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＭＴＳ
　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ）、ＥＰＣ（Ｅ
ｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｃｏｒｅ）、及び一つ以上の端末を含む。Ｅ－ＵＴＲＡＮ
は、一つ以上のｅＮＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢ）２０を含むことができ、複数の端
末１０が一つのセルに位置することができる。一つ以上のＥ－ＵＴＲＡＮ　ＭＭＥ（Ｍｏ
ｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ）／ＳＡＥ（Ｓｙｓｔｅｍ　Ａｒｃ
ｈｉｔｅｃｔｕｒｅ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）ゲートウェイ３０は、ネットワークの終端に
位置し、外部ネットワークに接続することもできる。
【００２５】
本明細書において、「下りリンク（ｄｏｗｎｌｉｎｋ）」は、ｅＮＢ２０から端末１０へ
の通信を称し、「上りリンク（ｕｐｌｉｎｋ）」は、端末１０からｅＮＢ２０への通信を
称する。端末１０は、ユーザによって運搬される通信装備を称し、また、移動局（Ｍｏｂ
ｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ、ＭＳ）、ユーザ端末（Ｕｓｅｒ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ、ＵＴ）、
加入者ステーション（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ、ＳＳ）又は無線デバイス
と称することもできる。
【００２６】
図２Ｂは、一般的なＥ－ＵＴＲＡＮと一般的なＥＰＣの構造を示すブロック図である。
【００２７】
図２Ｂに示したように、ｅＮＢ２０は、ユーザ平面及び制御平面のエンドポイント（ｅｎ
ｄ　ｐｏｉｎｔ）をＵＥ１０に提供する。ＭＭＥ／ＳＡＥゲートウェイ３０は、セッショ
ン及び移動性管理機能のエンドポイントをＵＥ１０に提供する。ｅＮＢ２０及びＭＭＥ／
ＳＡＥゲートウェイ３０は、Ｓ１インターフェースを介して接続することができる。
【００２８】
ｅＮＢ２０は、一般にＵＥ１０と通信する固定局であって、基地局（ＢＳ）又はアクセス
ポイント（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ）と称することもある。一つのｅＮＢ２０はセルご
とに配置することができる。ユーザトラフィック又は制御トラフィックを送信するための
インターフェースをｅＮＢ２０間で使用することができる。
【００２９】
ＭＭＥは、ｅＮＢ２０に対するＮＡＳシグナリング、ＮＡＳシグナリング保安、ＡＳ保安
制御、３ＧＰＰ接続ネットワーク間の移動性のためのインター（ｉｎｔｅｒ）ＣＮノード
シグナリング、（ページング再送信の制御及び実行を含む）遊休モード（ｉｄｌｅ　ｍｏ
ｄｅ）ＵＥ接近性（Ｒｅａｃｈａｂｉｌｉｔｙ）、（遊休モード及び活性モード（ａｃｔ
ｉｖｅ　ｍｏｄｅ）のＵＥのための）トラッキング領域リスト管理、ＰＤＮ　ＧＷ及びサ
ービングＧＷ選択、ＭＭＥ変化が伴うハンドオーバーのためのＭＭＥ選択、２Ｇ又は３Ｇ
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　３ＧＰＰ接続ネットワークへのハンドオーバーのためのＳＧＳＮ選択、ローミング、認
証、専用ベアラー設定を含むベアラー管理、（ＥＴＷＳ及びＣＭＡＳを含む）ＰＷＳメッ
セージ送信のためのサポートを含む多様な機能を行う。ＳＡＥゲートウェイホストは、パ
ー－ユーザ（Ｐｅｒ－ｕｓｅｒ）ベースのパケットフィルタリング（例えば、深層パケッ
ト検査を使用）、適法なインターセプション（Ｌａｗｆｕｌ　Ｉｎｔｅｒｃｅｐｔｉｏｎ
）、ＵＥ　ＩＰアドレス割り当て、下りリンクでの送信（Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ）レベルパ
ケットマーキング、ＵＬ及びＤＬサービスレベル課金、ゲーティング及びレート強化、Ａ
ＰＮ－ＡＭＢＲに基づいたＤＬレート強化を含む多様な機能を提供する。ＭＭＥ／ＳＡＥ
ゲートウェイ３０は、明確性のために、本明細書で単純に「ゲートウェイ」と称する。し
かし、ＭＭＥ／ＳＡＥゲートウェイ３０は、ＭＭＥ及びＳＡＥゲートウェイの両者を全て
含む。
【００３０】
複数のノードは、ｅＮＢ２０とゲートウェイ３０との間でＳ１インターフェースを介して
接続することができる。各ｅＮＢ２０は、Ｘ２インターフェースを介して相互接続するこ
とができ、各隣接ｅＮＢは、Ｘ２インターフェースを有するメッシュネットワーク構造（
ｍｅｓｈｅｄ　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）を有することができる。
【００３１】
図２Ｂに示したように、ｅＮＢ２０は、ゲートウェイ３０に対する選択、無線リソース制
御（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ、ＲＲＣ）活性化の間、ゲートウェ
イに向かうルーティング、ページングメッセージのスケジューリング及び送信、ブロード
キャストチャネル（ＢＣＣＨ）情報のスケジューリング及び送信、上りリンク及び下りリ
ンクの全てにおける各ＵＥ１０のための動的リソース割り当て、ｅＮＢ測定の構成及び準
備、無線ベアラー制御、無線承認制御（Ｒａｄｉｏ　Ａｄｍｉｓｓｉｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ、ＲＡＣ）、及びＬＴＥ＿ＡＣＴＩＶＥ状態での接続移動性制御などの各機能を行うこ
とができる。ＥＰＣにおいて、ゲートウェイ３０は、ページング発信、ＬＴＥ＿ＩＤＬＥ
状態管理、ユーザ平面暗号化、システム構造エボリューション（Ｓｙｓｔｅｍ　Ａｒｃｈ
ｉｔｅｃｔｕｒｅ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ、ＳＡＥ）ベアラー制御、及び非－接続層（Ｎｏ
ｎ－Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ、ＮＡＳ）シグナリングの暗号化及び無欠性保護など
の各機能を行うことができる。
【００３２】
ＥＰＣは、移動性管理エンティティ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔ
ｉｔｙ、ＭＭＥ）、サービング－ゲートウェイ（ｓｅｒｖｉｎｇ－ｇａｔｅｗａｙ、Ｓ－
ＧＷ）、及びパケットデータネットワーク－ゲートウェイ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｎ
ｅｔｗｏｒｋ－Ｇａｔｅｗａｙ、ＰＤＮ－ＧＷ）を含む。ＭＭＥは、主に各端末の移動性
を管理する目的で用いられる接続及び可用性に対する情報を有する。Ｓ－ＧＷは、Ｅ－Ｕ
ＴＲＡＮを終端点として有するゲートウェイで、ＰＤＮ－ＧＷは、パケットデータネット
ワーク（ＰＤＮ）を終端点として有するゲートウェイである。
【００３３】
図３は、３ＧＰＰ無線接続網規格を基盤にした端末とＥ－ＵＴＲＡＮとの間の無線インタ
ーフェースプロトコルの制御平面及びユーザ平面の構造を示す図である。制御平面は、端
末（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ；ＵＥ）とネットワークがコールを管理するために用
いる各制御メッセージが送信される通路を意味する。ユーザ平面は、アプリケーション層
で生成されたデータ、例えば、音声データ又はインターネットパケットデータなどが送信
される通路を意味する。
【００３４】
第１の層である物理層は、物理チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を用いて
上位層に情報送信サービス（Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｓｅｒｖｉｃ
ｅ）を提供する。物理層は、上位にある媒体接続制御（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ）層とは伝送チャネル（Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を介して接
続されている。前記伝送チャネルを介して媒体接続制御層と物理層との間にデータが移動
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する。送信側と受信側の物理層間には、物理チャネルを介してデータが移動する。前記物
理チャネルは、時間と周波数を無線リソースとして活用する。具体的に、物理チャネルは
、下りリンクでＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉ
ｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）方式で変調され、上りリンクでＳＣ－ＦＤＭＡ
（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉ
ｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）方式で変調される。
【００３５】
第２の層の媒体接続制御（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ；ＭＡＣ）層は
、論理チャネル（Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を介して上位層である無線リンク制
御（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ；ＲＬＣ）層にサービスを提供する。第２の
層のＲＬＣ層は、信頼性のあるデータ送信をサポートする。ＲＬＣ層の機能は、ＭＡＣ内
部の機能ブロックで具現することもできる。第２の層のＰＤＣＰ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔ
ａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）層は、帯域幅の狭い無線インターフェ
ースでＩＰバージョン４（ＩＰ　ｖｅｒｓｉｏｎ　４、ＩＰｖ４）パケットやＩＰバージ
ョン６（ＩＰｖ６）パケットのようなＩＰ（ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）パケ
ットを効率的に送信するために不必要な制御情報を減少させるヘッダー圧縮（Ｈｅａｄｅ
ｒ　Ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏｎ）機能を行う。
【００３６】
第３の層の最下部に位置した無線リソース制御（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ；ＲＲＣ）層は、制御平面のみで定義される。ＲＲＣ層は、各無線ベアラー（Ｒ
ａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ；ＲＢ）の設定（Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）、再設定（Ｒｅ
－ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）及び解除（Ｒｅｌｅａｓｅ）と関連して論理チャネル、
伝送チャネル及び物理チャネルの制御を担当する。ＲＢは、端末とネットワークとの間の
データ伝達のために第２の層によって提供されるサービスを意味する。このために、端末
とネットワークのＲＲＣ層は、互いにＲＲＣメッセージを交換する。
【００３７】
ｅＮＢの一つのセルは、１．２５ＭＨｚ、２．５ＭＨｚ、５ＭＨｚ、１０ＭＨｚ、１５Ｍ
Ｈｚ及び２０ＭＨｚなどの各帯域のうち一つで動作するように設定することができ、帯域
で下りリンク又は上りリンク送信サービスを提供するように設定することができる。異な
る各セルは、異なる各帯域を提供するように設定することもできる。
【００３８】
Ｅ－ＵＴＲＡＮから端末への送信のための下りリンク伝送チャネル（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　
ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）は、システム情報を送信するＢＣＨ（Ｂｒｏａｄ
ｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、各ページングメッセージを送信するＰＣＨ（Ｐａｇｉｎｇ
　Ｃｈａｎｎｅｌ）、及びユーザトラフィック又は各制御メッセージを送信するための下
りリンク共有チャネル（Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ、ＳＣＨ）を含む。下りリンクマ
ルチキャスト又はブロードキャストサービスのトラフィック又は制御メッセージの場合、
下りリンクＳＣＨを介して送信することもでき、又は別途の下りリンクＭＣＨ（Ｍｕｌｔ
ｉｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を介して送信することもできる。
【００３９】
端末からネットワークにデータを送信する上りリンク伝送チャネルとしては、初期制御メ
ッセージを送信するＲＡＣＨ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ）と、その
他にユーザトラフィックや制御メッセージを送信する上りリンクＳＣＨ（Ｓｈａｒｅｄ　
Ｃｈａｎｎｅｌ）とがある。伝送チャネルの上位にあり、伝送チャネルにマッピングされ
る論理チャネルとしては、ＢＣＣＨ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎ
ｅｌ）、ＰＣＣＨ（Ｐａｇｉｎｇ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＣＣＣＨ（Ｃｏ
ｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＭＣＣＨ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、及びＭＴＣＨ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｃ
ｈａｎｎｅｌ）などがある。
【００４０】
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図４は、本発明の実施例に係る通信装置のブロック図である。
【００４１】
図４に示された装置は、上述したメカニズムを行うように適応されたユーザ装置（Ｕｓｅ
ｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、ＵＥ）及び／又はｅＮＢであってもよいが、同じ作業を行う任
意の装置であってもよい。
【００４２】
図４に示したように、装置は、ＤＳＰ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓ
ｏｒ）／マイクロプロセッサ１１０及びＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）モジュ
ール（送受信機；１３５）を含むこともできる。ＤＳＰ／マイクロプロセッサ１１０は、
送受信機１３５に電気的に接続されて送受信機１３５を制御する。装置は、設計者の選択
によって、電力管理モジュール１０５、バッテリー１５５、ディスプレイ１１５、キーパ
ッド１２０、ＳＩＭカード１２５、メモリデバイス１３０、スピーカー１４５及び入力デ
バイス１５０をさらに含むこともできる。
【００４３】
特に、図４は、ネットワークから要請メッセージを受信するように構成された受信機１３
５及びネットワークに送／受信タイミング情報を送信するように構成された送信機１３５
を含む端末を示してもよい。このような受信機と送信機は送受信機１３５を構成できる。
端末は、送受信機（受信機及び送信機、１３５）に接続されたプロセッサ１１０をさらに
含むこともできる。
【００４４】
また、図４は、端末に要請メッセージを送信するように構成された送信機１３５及び端末
から送受信タイミング情報を受信するように構成された受信機１３５を含むネットワーク
装置を示してもよい。送信機及び受信機は送受信機１３５を構成することもできる。ネッ
トワークは、送信機及び受信機に接続されたプロセッサ１１０をさらに含む。このプロセ
ッサ１１０は、送受信タイミング情報に基づいて遅延（ｌａｔｅｎｃｙ）を計算すること
もできる。
【００４５】
図５には、無線フレーム構造を示す。セルラーＯＦＤＭ無線パケット通信システムにおい
て、上りリンク／下りリンクデータパケット伝送は、サブフレーム単位で行われる。サブ
フレームは、複数のＯＦＤＭシンボルを含む所定の時間間隔（ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａ
ｌ）と定義される。ＬＴＥ（－Ａ）は、ＦＤＤ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ
　ｄｕｐｌｅｘ）に適用可能なタイプ－１無線フレーム構造、及びＴＤＤ（ｔｉｍｅ　ｄ
ｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）に適用可能なタイプ－２無線フレーム構造を支援する。
【００４６】
図５（ａ）は、タイプ－１無線フレーム構造を示す図である。下りリンクサブフレームは
１０個のサブフレームを含み、それぞれのサブフレームは時間領域で２個のスロットを含
む。１つのサブフレームを送信するための時間は、伝送時間間隔（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉ
ｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ（ＴＴＩ））と定義される。例えば、それぞれのサブ
フレームは１ｍｓの長さを有し、各スロットは０．５ｍｓの長さを有する。１つのスロッ
トは、時間領域で複数個のＯＦＤＭシンボルを有し、周波数領域で複数個のリソースブロ
ック（ＲＢ）を有する。ＬＴＥ（－Ａ）で下りリンクはＯＦＤＭを用いるので、ＯＦＤＭ
シンボルはシンボル周期（ｓｙｍｂｏｌ　ｐｅｒｉｏｄ）を表す。ＯＦＤＭシンボルは、
ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル又はシンボル周期と呼ぶこともできる。リソース割り当て単位と
してのＲＢは、１つのスロット内に複数の連続した副搬送波を含むことができる。
【００４７】
１つのスロットに含まれるＯＦＤＭシンボルの個数はＣＰ（ｃｙｃｌｉｃ　ｐｒｅｆｉｘ
）構成に依存する。例えば、ＯＦＤＭシンボルが正規ＣＰ（ｎｏｒｍａｌ　ＣＰ）で構成
される場合、１スロットに含まれるＯＦＤＭシンボルは７個であってもよい。ＯＦＤＭシ
ンボルが拡張されたＣＰ（ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ＣＰ）で構成される場合、１スロットに含
まれるＯＦＤＭシンボルは６個であってもよい。
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【００４８】
図５（ｂ）は、タイプ－２無線フレーム構造を示す図である。タイプ－２無線フレームは
、２個のハーフフレーム（ｈａｌｆ　ｆｒａｍｅ）を有する。それぞれのハーフフレーム
は５個のサブフレームを含み、各サブフレームは２個のスロットで構成される。
【００４９】
表１には、ＴＤＤモードで１つの無線フレーム内のサブフレームのＵＬ－ＤＬ（上りリン
ク－下りリンク）構成を示す。
【表１】

【００５０】
表１で、Ｄは下りリンクサブフレームを表し、Ｕは上りリンクサブフレームを表し、Ｓは
スペシャルフレームを表す。
【００５１】
スペシャルフレームは、ＤｗＰＴＳ（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｐｉｌｏｔ　ｔｉｍｅｓｌｏｔ
）、ＧＰ（ｇｕａｒｄ　ｐｅｒｉｏｄ）及びＵｐＰＴＳ（ｕｐｌｉｎｋ　ｐｉｌｏｔ　ｔ
ｉｍｅｓｌｏｔ）を含む。ＤｗＰＴＳは下りリンク伝送のための時間（ｐｅｒｉｏｄ）で
あり、ＵｐＰＴＳは上りリンク伝送のための時間である。
表２には、スペシャルフレーム構成によるＤｗＰＴＳ／ＧＰ／ＵｐＰＴＳの長さを示す。
表２で、Ｔｓはサンプリング時間を表す。
【表２】

【００５２】
上記の無線フレーム構造は例示的なものであり、無線フレームに含まれるサーフフレーム
の個数、１つのサブフレームに含まれるスロットの個数、及び１つのスロットに含まれる
シンボルの個数は変動してもよい。
【００５３】
図６は、ＤＲＸ（Ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ）動作の概念図であ
る。
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【００５４】
図６を参照すると、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態の端末に対してＤＲＸが設定される
と、端末は、下りリンクチャネル、すなわち、ＰＤＣＣＨを受信しようと試み、所定の時
間でのみＰＤＣＣＨモニタリングを行い、余りの時間ではＰＤＣＣＨモニタリングを行わ
ない。端末がＰＤＣＣＨモニタリングを行うべき時間を“オンデューレーション（ｏｎ　
ｄｕｒａｔｉｏｎ）”と呼ぶ。ＤＲＸ周期当たりに１つのオンデューレーションが定義さ
れる。すなわち、１つのＤＲＸ周期はオンデューレーションの反復周期である。
【００５５】
端末は、１つのＤＲＸ周期内のオンデューレーションでＰＤＣＣＨを常にモニタリングし
、ＤＲＸ周期は、オンデューレーションが設定される時間を決定する。ＤＲＸ周期は、Ｄ
ＲＸ周期の時間によって、長いＤＲＸ周期と短いＤＲＸ周期とに区別される。長いＤＲＸ
周期は、端末のバッテリー消耗を最小化することができ、短いＤＲＸ周期は、データ伝送
遅延を最小化することができる。
【００５６】
端末がＤＲＸ周期内のオンデューレーションでＰＤＣＣＨを受信すると、オンデューレー
ション以外の時間で追加の伝送又は再伝送が起きてもよい。このため、端末は、オンデュ
ーレーション以外の時間でＰＤＣＣＨをモニタリングする必要がある。すなわち、端末は
オンデューレーション管理タイマー（ｏｎＤｕｒａｔｉｏｎＴｉｍｅｒ）だけでなく、非
活性管理タイマー（ｄｒｘ－ＩｎａｃｔｉｖｉｔｙＴｉｍｅｒ）と再伝送管理タイマー（
ｄｒｘ－ＲｅｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＴｉｍｅｒ）が動作する時間でＰＤＣＣＨモニタ
リングを行わなければならない。
【００５７】
上記の各タイマーの値はサブフレームの個数と定義される。サブフレームの個数は、タイ
マー値に到達するまでカウントされる。タイマー値が満たすと、タイマーは終了する。現
在のＬＴＥ標準は、ｄｒｘ－ＩｎａｃｔｉｖｉｔｙＴｉｍｅｒを、最初のＵＬ又はＤＬユ
ーザデータ伝送を示すＰＤＣＣＨの成功的なデコーディング後の連続したＰＤＣＣＨ－サ
ブフレームの個数と定義し、ｄｒｘ－ＲｅｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＴｉｍｅｒを、端末
によってＤＬ再伝送が予想される連続したＰＤＣＣＨ－サブフレームの最大の個数と定義
する。
【００５８】
また、端末は、ランダムアクセスの間に又はスケジューリング要求を送信してＵＬグラン
トを受信しようと試みる際、ＰＤＣＣＨモニタリングを行わなければならない。
【００５９】
端末がＰＤＣＣＨモニタリングを行うべき期間を活性化時間（ａｃｔｉｖｅ　ｔｉｍｅ）
と呼ぶ。活性化時間は、ＰＤＣＣＨを周期的にモニタリングするオンデューレーション、
及びイベントが発生するとＰＤＣＣＨをモニタリングする時間を含む。
【００６０】
より詳しくは、上記の活性化時間は、（１）ｏｎＤｕｒａｔｉｏｎＴｉｍｅｒ、ｄｒｘ－
ＩｎａｃｔｉｖｉｔｙＴｉｍｅｒ、ｄｒｘ－ＲｅｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＴｉｍｅｒ又
はｍａｃ－ＣｏｎｔｅｎｔｉｏｎＲｅｓｏｌｕｔｉｏｎＴｉｍｅｒが動作する時間、（２
）スケジューリング要求がＰＵＣＣＨを介して送信される時間、（３）行われているＨＡ
ＲＱ再伝送のための上りリンクグラントが発生してもよく、該当のＨＡＲＱバッファにデ
ータが存在する時間、又は（４）端末が選択していないプリアンブルに対するランダムア
クセス応答の成功的な受信後に、端末のＣ－ＲＮＴＩにアドレシングされた新しい伝送を
示すＰＤＣＣＨが受信されていない時間、を含む。
【００６１】
図７は、ＬＴＥシステムにおけるＤＲＸ動作のための方法を示す図である。
【００６２】
図７を参照すると、端末は、ＤＲＸ機能を有するＲＲＣによって構成され、それぞれのＴ
ＴＩ（すなわち、それぞれのサブフレーム）に対する次の動作を行う。
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【００６３】
ＨＡＲＱ　ＲＴＴ（Ｒｏｕｎｄ　Ｔｒｉｐ　Ｔｉｍｅ）タイマーが該当のサブフレームで
満了し、該当のＨＡＲＱプロセスのデータが成功的にデコードされないと、端末は該当の
ＨＡＲＱプロセスのためのｄｒｘ－ＲｅｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＴｉｍｅｒを起動する
。
【００６４】
また、ＤＲＸ命令ＭＡＣ　ＣＥ（ｃｏｎｔｒｏｌ　ｅｌｅｍｅｎｔ）が受信されると、端
末は、ｏｎＤｕｒａｔｉｏｎＴｉｍｅｒとｄｒｘ－ＩｎａｃｔｉｖｉｔｙＴｉｍｅｒを中
止する。ＤＲＸ命令ＭＡＣ　ＣＥは、ＤＲＸ状態への遷移のための命令であり、ＭＡＣ　
ＰＤＵ（Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）サブヘッダーのＬＣＩＤ（Ｌｏｇｉｃ
ａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　ＩＤ）フィールドによって識別される。
【００６５】
ｄｒｘ－ＩｎａｃｔｉｖｉｔｙＴｉｍｅｒが満了したり、又はＤＲＸ命令ＭＡＣ　ＣＥが
該当のサブフレームで受信される場合、短いＤＲＸ周期が構成されると、端末はｄｒｘＳ
ｈｏｒｔＣｙｃｌｅＴｉｍｅｒを起動又は再起動し、短いＤＲＸ周期を利用する。しかし
、短いＤＲＸ周期が構成されないと、長いＤＲＸ周期が利用される。付加的に、ｄｒｘＳ
ｈｏｒｔＣｙｃｌｅＴｉｍｅｒが当該サブフレームで満了すると、長いＤＲＸ周期も利用
される。
【００６６】
現在のＭＡＣ標準文書（ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ）において、端末に対してＤＲＸ機
能が構成されると、端末は、各サブフレームで次のようにｏｎＤｕｒａｔｉｏｎＴｉｍｅ
ｒを起動するか否かを確認する。
【数１】

【００６７】
式Ａ（すなわち、モジューロ－ＤＲＸ周期チェック）によれば、ＤＲＸ周期の期間が最大
ＳＦＮ値より短いと仮定、すなわち、最大ＳＦＮ値が現在１０２３であり、ＤＲＸ周期が
２５６０サブフレームに該当すると仮定するので、オンデューレーションはＤＲＸ周期当
たりに１回現れる。端末の電力消耗をより一層減少させるために、ＤＲＸ周期を‘最大Ｓ
ＦＮ値＊１０’、すなわち、１０２３０サブフレームよりも長く設定すると、オンデュー
レーションは１ ＤＲＸ周期内で複数回現れる。
【００６８】
端末は、上記活性化時間でＰＤＣＣＨ－サブフレームのためのＰＤＣＣＨをモニタリング
する。ＰＤＣＣＨがＤＬ伝送を示したり、又はＤＬ割り当てが当該サブフレームのために
構成された場合、端末は、該当のＨＡＲＱプロセスのためのＨＡＲＱ　ＲＴＴタイマーを
起動し、該当のＨＡＲＱプロセスのためのｄｒｘ－ＲｅｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＴｉｍ
ｅｒを中止する。ＰＤＣＣＨが新しい（ＤＬ又はＵＬ）伝送を示すと、端末はｄｒｘ－Ｉ
ｎａｃｔｉｖｉｔｙＴｉｍｅｒを起動又は再起動する。
【００６９】
ここで、ＰＤＣＣＨ－サブフレームは、ＰＤＣＣＨを有するサブフレームと定義される。
すなわち、ＰＤＣＣＨ－サブフレームは、ＰＤＣＣＨを伝送可能なサブフレームである。
さらにいうと、ＦＤＤ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）システ
ムにおいて、ＰＤＣＣＨ－サブフレームは任意のサブフレームを表す。全二重（ｆｕｌｌ
－ｄｕｐｌｅｘ）ＴＤＤ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）システムにおい
て、ＰＤＣＣＨ－サブフレームは、下りリンクサブフレームとｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇＣｅ
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ｌｌＩｄが設定されたサービングセル（すなわち、スケジューリングされたセル）を除い
た全サービングセルのＤｗＰＴＳを含むサブフレームとの組み合わせ（ｕｎｉｏｎ）を表
す。ここで、ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇＣｅｌｌＩｄは、スケジューリングセルのＩＤを表す
。半二重（ｈａｌｆ－ｄｕｐｌｅｘ）ＴＤＤシステムにおいて、ＰＤＣＣＨ－サブフレー
ムは、ＰＣｅｌｌ（プライマリセル）が下りリンクサブフレーム又はＤｗＰＴＳを含むサ
ブフレームとして構成されるサブフレームを表す。
【００７０】
一方、活性化時間でないとき、端末は、基地局によってトリガされるＳＲＳ（Ｓｏｕｎｄ
ｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）伝送及びＣＳＩ報告を行わない。
【００７１】
上記ＤＲＸ動作が行われる間、ＨＡＲＱ　ＲＴＴタイマーだけが８ｍｓと固定され、基地
局は、他のタイマー値であるｏｎＤｕｒａｔｉｏｎＴｉｍｅｒ、ｄｒｘ－Ｉｎａｃｔｉｖ
ｉｔｙＴｉｍｅｒ、ｄｒｘ－ＲｅｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＴｉｍｅｒ及びｍａｃ－Ｃｏ
ｎｔｅｎｔｉｏｎＲｅｓｏｌｕｔｉｏｎＴｉｍｅｒをＲＲＣ信号を用いて端末に知らせる
。また、基地局は、ＤＲＸ周期の期間を表す長いＤＲＸ周期及び短いＤＲＸ周期を、ＲＲ
Ｃ信号を用いて端末に知らせる。
【００７２】
図８は、搬送波集成を示す図である。
【００７３】
複数の搬送波を支援するための搬送波集成技術を、図８を参照して以下に説明する。上述
したように、搬送波集成によって、既存の無線通信システム（例えば、ＬＴＥシステム）
で定義された帯域幅単位（例えば２０ＭＨｚ）の最大５個の搬送波（ＣＣ（ｃｏｍｐｏｎ
ｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ））をバンドリングする方式で最大１００ＭＨｚのシステム帯域
幅を支援することができる。搬送波集成に用いられるコンポーネント搬送波は、同一又は
別個の帯域幅サイズを有することができる。そして、コンポーネント搬送波は別個の周波
数帯域（又は、中心周波数）を有することができる。コンポーネント搬送波は、隣接した
周波数帯域に存在することができる。しかし、不連続した周波数帯域上に存在するコンポ
ーネント搬送波も、搬送波集成に用いることができる。搬送波集成技術において、上りリ
ンク及び下りリンクの帯域幅サイズは対称的又は非対称的に割り当てることができる。
【００７４】
搬送波集成のために用いられる複数の搬送波（コンポーネント搬送波）は、プライマリコ
ンポーネント搬送波（ＰＣＣ）とセカンダリコンポーネント搬送波（ＳＣＣ）とに区別す
ることができる。ＰＣＣは、Ｐセル（プライマリセル）と呼ぶこともでき、ＳＣＣは、Ｓ
セル（セカンダリセル）と呼ぶこともできる。プライマリコンポーネント搬送波は、基地
局がトラフィック及び制御シグナリングを端末と交換するために用いる。この場合、制御
シグナリングは、コンポーネント搬送波の追加、プライマリコンポーネント搬送波、上り
リンク（ＵＬ）グラント、下りリンク（ＤＬ）割り当てのための設定などを含む。基地局
は複数のコンポーネント搬送波を用いることができるが、該当の基地局に属した端末は、
１つのプライマリコンポーネント搬送波だけを有するように設定することができる。端末
が単一搬送波モードで動作する場合、プライマリコンポーネント搬送波が用いられる。こ
のため、独立して用いられるように、プライマリコンポーネント搬送波は基地局と端末間
のデータ及び制御シグナリングの交換のための全ての要件を満たすように設定される必要
がある。
【００７５】
一方、セカンダリコンポーネント搬送波は、送受信されるデータの要求されるサイズによ
って活性化又は非活性化される付加的なコンポーネント搬送波を含むことができる。セカ
ンダリコンポーネント搬送波は、基地局から受信される特定の命令及び規則にしたがって
のみ用いられるように設定されてもよい。付加的な帯域幅を支援するために、セカンダリ
コンポーネント搬送波はプライマリコンポーネント搬送波と共に用いられるように設定さ
れてもよい。活性化されたコンポーネント搬送波を介してＵＬグラント、ＤＬ割り当てな
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どのような制御信号を端末が基地局から受信することができる。活性化されたコンポーネ
ント搬送波を介して、ＣＱＩ（ｃｈａｎｎｅｌ　ｑｕａｌｉｔｙ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）
、ＰＭＩ（ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　ｍａｔｒｉｘ　ｉｎｄｅｘ）、ＲＩ（ｒａｎｋ　ｉｎｄ
ｉｃａｔｏｒ）、ＳＲＳ（ｓｏｕｎｄｉｎｇ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ）など
のＵＬ制御信号を端末から（ＳＲＳ）基地局に送信することができる。
【００７６】
端末へのリソース割り当てのためにプライマリコンポーネント搬送波と複数のセカンダリ
コンポーネント搬送波を用いることができる。複数の搬送波集成モードで、システム負荷
（すなわち、静的／動的負荷バランシング）、ピークデータ速度又はサービス品質要件に
基づいて、システムはＤＬ及び／又はＵＬに非対称的にセカンダリコンポーネント搬送波
を割り当てることができる。搬送波集成技術を利用するにあたって、コンポーネント搬送
波の設定は、ＲＲＣ接続過程の後に基地局から端末に提供することができる。この場合、
ＲＲＣ接続は、端末のＲＲＣレイヤとネットワーク間でＳＲＢを介して交換されるＲＲＣ
シグナリングに基づいて無線リソースが端末に割り当てられることを意味することができ
る。端末と基地局間のＲＲＣ接続過程が完了した後、基地局は、プライマリコンポーネン
ト搬送波及びセカンダリコンポーネント搬送波に関する設定情報を端末に提供することが
できる。セカンダリコンポーネント搬送波に関する設定情報は、セカンダリコンポーネン
ト搬送波の追加／削除（又は活性化／非活性化）を含むことができる。したがって、基地
局と端末間のセカンダリコンポーネント搬送波を活性化したり、以前のセカンダリコンポ
ーネント搬送波を非活性化するためには、ＲＲＣシグナリングとＭＡＣ制御要素を交換す
る必要がある。
【００７７】
セカンダリコンポーネント搬送波の活性化又は非活性化は、ＱｏＳ（ｑｕａｌｉｔｙ　ｏ
ｆ　ｓｅｒｖｉｃｅ）、搬送波の負荷条件及びその他の要素に基づいて基地局が決定する
ことができる。そして、基地局は、ＤＬ／ＵＬに対する指示タイプ（ｉｎｄｉｃａｔｉｏ
ｎ　ｔｙｐｅ）（活性化／非活性化）、セカンダリコンポーネント搬送波リストなどの情
報を含む制御メッセージを用いてセカンダリコンポーネント搬送波を設定するように端末
に指示することができる。
【００７８】
一部のセルはＴＤＤモードで動作し、他のセルはＦＤＤモードで動作する複数のセルが端
末に設定される場合（ＴＤＤ－ＦＤＤ連合動作（ｊｏｉｎｔ　ｏｐｅｒａｔｉｏｎ）とい
う。）のためにサブフレーム構成が定義される。
【００７９】
ＦＤＤ　Ｐセルの場合、ＰセルのみにおけるＰＵＣＣＨによるＤＬクロス搬送波スケジュ
ーリングのために、スケジューリングされたサービングセルのＤＬ　ＨＡＲＱタイミング
は、Ｐセルのタイミングに従う。スケジューリングサービングセルがＦＤＤであり、スケ
ジューリングされたサービングセルがＴＤＤである場合、ＵＬクロス搬送波スケジューリ
ングのために、ＴＤＤスケジューリングされたサービングセルのスケジューリング／ＨＡ
ＲＱタイミングは、ＴＤＤスケジューリングされたサービングセルのＵＬ／ＤＬ構成に従
う。スケジューリングサービングセルがＴＤＤであり、スケジューリングされたサービン
グセルがＦＤＤである場合、ＵＬクロス搬送波スケジューリングのために、ＦＤＤスケジ
ューリングされたサービングセルのスケジューリング／ＨＡＲＱタイミングは、ｉ）１０
ｍｓのＲＴＴ、ｉｉ）ＵＬグラント／ＰＨＩＣＨとＰＵＳＣＨとの間の４ｍｓ、ｉｉｉ）
ＰＵＳＣＨとＰＨＩＣＨとの間の６ｍｓに従う。
【００８０】
ＴＤＤ　Ｐセルのセルフスケジューリングが支援されると、ＴＤＤ　Ｐセルの場合、Ｐセ
ルのみにおけるＰＵＣＣＨによるＤＬクロス搬送波スケジューリングのために、スケジュ
ーリングされたサービングセルのＤＬ　ＨＡＲＱタイミングは、Ｐセルのタイミングに従
う。Ｐセルのタイミングは、ＰセルのＳＩＢ１　ＵＬ／ＤＬ構成によって決定されるＤＬ
　ＨＡＲＱタイミング又はＰＣセルのＤＬ－参照ＨＡＲＱタイミングと定義される。
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【００８１】
ＵＬクロス搬送波スケジューリングのために、スケジューリングサービングセルがＦＤＤ
であり、スケジューリングされたサービングセルがＴＤＤである場合、ＴＤＤスケジュー
リングされたサービングセルのスケジューリング／ＨＡＲＱタイミングは、ＴＤＤスケジ
ューリングされたサービングセルのＵＬ／ＤＬ構成に従う。ＵＬクロス搬送波スケジュー
リングのために、スケジューリングサービングセルがＴＤＤであり、スケジューリングさ
れたサービングセルがＦＤＤである場合、ＦＤＤスケジューリングされたサービングセル
のスケジューリング／ＨＡＲＱタイミングは、ｉ）１０ｍｓのＲＴＴ、ｉｉ）ＵＬグラン
ト／ＰＨＩＣＨとＰＵＳＣＨとの間の４ｍｓ、ｉｉｉ）ＰＵＳＣＨとＰＨＩＣＨとの間の
６ｍｓに従う。
【００８２】
図９Ａは、ＦＤＤ端末動作のためのテーブルの一例を示し、図９Ｂは、ＴＤＤ端末動作の
ためのテーブルの一例を示している。
【００８３】
明細書で使われる用語を次に説明する。
‘Ｆ’＝ＦＤＤサブフレーム
‘Ｄ’＝ＴＤＤ下りリンクサブフレーム
‘Ｕ’＝ＴＤＤ上りリンクサブフレーム
‘Ｓ’＝ＤｗＰＴＳを含むＴＤＤサブフレーム
‘ＮＵ’＝非上りリンク（ｎｏｎ－ｕｐｌｉｎｋ）サブフレーム、すなわち、少なくとも
１つのＴＤＤサービングセルに対するＤ又はＳ
‘Ｙ’＝はい
‘ＮＯ’＝いいえ
【００８４】
ＭＡＣ標準文書（ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ）において、ＰＤＣＣＨ－サブフレームは
、ＰＤＣＣＨを送信するサブフレームを表し、これは、ＰＤＣＣＨを送信しないサブフレ
ームはＰＤＣＣＨ－サブフレームでないことを意味する。ＰＤＣＣＨ－サブフレームにお
いて、端末は、活性化時間にＰＤＣＣＨをモニタリングする。また、ＰＤＣＣＨ－サブフ
レームは、ｄｒｘ－ＩｎａｃｔｉｖｉｔｙＴｉｍｅｒ、ｄｒｘ－Ｒｅｔｒａｎｓｍｉｓｓ
ｉｏｎＴｉｍｅｒ、ｏｎＤｕｒａｔｉｏｎＴｉｍｅｒのようなＤＲＸ動作と関連したタイ
マーをカウントするために用いられる。ＰＤＣＣＨモニタリング動作とＤＲＸ動作は端末
のバッテリー消耗に影響を及ぼすので、ＰＤＣＣＨ－サブフレームは必要な場合に限って
端末がＰＤＣＣＨをモニタリングするように定義される必要がある。
【００８５】
現在、ＰＤＣＣＨ－サブフレームは、ＦＤＤモード又はＴＤＤモードで動作する端末に対
して定義される。ＴＤＤモードで動作する端末に対して、ＰＤＣＣＨ－サブフレームはそ
れぞれ別個のＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ構成を有する複数のセルが端末に設定される場合を含め
て定義される。
【００８６】
図９Ａを参照すると、端末のＦＤＤ動作に対して、ＰＤＣＣＨ－サブフレームは任意のサ
ブフレームを表す。したがって、端末は全サブフレームをモニタリングし、全サブフレー
ムでＤＲＸタイマーをカウントする。ＰＤＣＣＨモニタリングの際、端末が半二重方式で
あれば、上りリンク伝送が行われるサブフレームではＰＤＣＣＨをモニタリングしないが
、ＤＲＸタイマーはカウントする。
【００８７】
図９Ｂを参照すると、端末のＴＤＤ動作に対して、ＰＤＣＣＨ－サブフレームは、下りリ
ンクサブフレームと、ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇＣｅｌｌＩｄが設定されたサービングセル（
すなわち、スケジューリングされたセル）を除いた全てのサービングセルのＤｗＰＴＳを
含むサブフレームとの組み合わせを示す。端末は、構成された全てのセカンダリセルが上
りリンクサブフレームであるサブフレームではＰＤＣＣＨをモニタリングしなく、構成さ
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れた全てのセカンダリセルが上りリンクサブフレームであるサブフレームではＤＲＸタイ
マーをカウントしない。
【００８８】
しかし、一部の構成されたセルがＴＤＤモードで動作し、他のセルがＦＤＤモードで動作
する（いわゆる、ＴＤＤ－ＦＤＤ連合動作）複数のセルが端末に設定される場合に対して
はＰＤＣＣＨ－サブフレームがまだ定義されていない。端末のＰＤＣＣＨモニタリング動
作及びＤＲＸ動作がＰＤＣＣＨ－サブフレームに基づいて行われるため、ＰＤＣＣＨ－サ
ブフレームが定義されないと、ＴＤＤ－ＦＤＤ連合動作においてＰＤＣＣＨモニタリング
動作及びＤＲＸ動作に関連した端末の動作が不明確になりうる。
【００８９】
図１０は、本発明の実施例による搬送波集成システムにおけるＤＲＸタイマーカウンティ
ングを示す概念図である。
【００９０】
本発明において、少なくとも２つのセルが端末に設定される場合、端末が第１セル上でＴ
ＤＤ－ＦＤＤ連合動作を行い、第２セル上でＴＤＤ－ＦＤＤ連合動作を行うとき、ＰＤＣ
ＣＨ－サブフレーム、ＰＤＣＣＨモニタリング動作及びＤＲＸタイマーカウンティングが
新しく定義される。
【００９１】
ＴＤＤ－ＦＤＤ連合動作の場合、ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇＣｅｌｌＩｄが設定されていない
少なくとも１つのＦＤＤサービングセルが端末に設定されると、ＰＤＣＣＨ－サブフレー
ムは、任意のサブフレームを表す。端末に対して設定される全てのＦＤＤサービングセル
にｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇＣｅｌｌＩｄが設定されると、ＰＤＣＣＨ－サブフレームは、下
りリンクサブフレームと、ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇＣｅｌｌＩｄが設定されたＴＤＤサービ
ングセルを除いた全てのＴＤＤサービングセルのＤｗＰＴＳを含むサブフレームとの組み
合わせを表す。
【００９２】
言い換えると、ＦＤＤサービングセルが設定されたＭＡＣ個体の場合、ＰＤＣＣＨ－サブ
フレームは、任意のサブフレームを表し、、少なくとも１つのＴＤＤサービングセルが設
定されたＭＡＣ個体の場合、集成されたセルで同時送受信が可能なＭＡＣ個体であれば、
ＰＤＣＣＨ－サブフレームは、全てのサービングセルに対して下りリンクサブフレームと
、ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇＣｅｌｌＩｄが設定されたサービングセル（すなわち、スケジュ
ーリングされたセル）を除いたｔｄｄ－Ｃｏｎｆｉｇが示すＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ構成のＤ
ｗＰＴＳを含むサブフレームとの組み合わせを表し、その他の場合、ＰＤＣＣＨ－サブフ
レームは、ＳＣｅｌｌが下りリンクサブフレーム又はｔｄｄ－Ｃｏｎｆｉｇが示すＴＤＤ
　ＵＬ／ＤＬ構成のＤｗＰＴＳを含むサブフレームとして構成されるサブフレームを表す
。
【００９３】
上記のように定義されたＰＤＣＣＨ－サブフレームに基づいて、i）活性化時間は、端末
がＰＤＣＣＨ－サブフレームでＰＤＣＣＨをモニタリングする間にＤＲＸ動作に関連した
時間を表し、ii）ｄｒｘ－ＩｎａｃｔｉｖｉｔｙＴｉｍｅｒは、ＰＤＣＣＨが端末に最初
のＵＬ又はＤＬユーザデータ伝送を示すサブフレーム以降の連続したＰＤＣＣＨ－サブフ
レームの個数を表し、iii）ｄｒｘ－ＲｅｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＴｉｍｅｒは、ＤＬ
再伝送が受信されるまでの連続したＰＤＣＣＨ－サブフレームの最大個数を表し、iｖ）
ｏｎＤｕｒａｔｉｏｎＴｉｍｅｒは、ＤＲＸ周期が始まる時の連続したＰＤＣＣＨ－サブ
フレームの個数を表す。
【００９４】
好ましくは、ＤＲＸタイマーは、ｄｒｘ－不活性タイマー、ｄｒｘ－再伝送タイマー、及
びｏｎＤｕｒａｔｉｏｎタイマーを含む。
【００９５】
少なくとも１つのＦＤＤサービングセルと少なくとも１つのＴＤＤサービングセルを含む
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複数のセルが端末に設定されると（Ｓ１００１）、端末は、サブフレームでＤＲＸタイマ
ーをカウントする（Ｓ１００３）。
【００９６】
好ましくは、上記サブフレームは、全てのＴＤＤサービングセルに対して上りリンクサブ
フレームである。複数のセルがいずれもＴＤＤサービングセルで構成される場合、端末は
、全てのＴＤＤサービングセルに対して上りリンクサブフレームであるサブフレームでＤ
ＲＸタイマーをカウントしない（Ｓ１００５）。
【００９７】
好ましくは、端末にＴＤＤ－ＦＤＤ連合動作が設定される場合、端末がＤＲＸタイマーを
カウントするサブフレームは、下りリンクフレームと全てのサービングセルのＤｗＰＴＳ
を含むサブフレームとの連合に該当する。そして、ＦＤＤサービングセルに対する全ての
サブフレームは、下りリンクサブフレームと見なす。
【００９８】
好ましくは、全てのＴＤＤサービングセルにｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇＣｅｌｌＩｄが設定さ
れない。すなわち、全てのＴＤＤサービングセルはスケジューリングされたセルではない
。また、全てのＦＤＤサービングセルにｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇＣｅｌｌＩｄが設定されな
い。すなわち、全てのＦＤＤサービングセルはスケジューリングされたセルではない。
【００９９】
図１１及び図１２は、本発明の実施例に係る搬送波集成システムにおけるＤＲＸタイマー
カウンティングの一例を示す図である。
【０１００】
以下の例では、サービングセルにｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇＣｅｌｌＩｄが設定されていない
、すなわち、サービングセルのＰＤＣＣＨをサービングセル上で受信する場合を考慮する
。
【０１０１】
図１１は、ＰＣｅｌｌがＦＤＤモードとして構成され、ＳＣｅｌｌ１及びＳＣｅｌｌ２が
ＴＤＤモードとして構成される例を示す。
【０１０２】
上述したように、少なくとも１つのＦＤＤサービングセルが端末に設定される場合、ＰＤ
ＣＣＨ－サブフレームは任意のサブフレームを表す。この場合、ＰＣｅｌｌはＦＤＤサー
ビングセルであるため、ＰＤＣＣＨ－サブフレームは任意のサブフレームを表す。第３及
び第４サブフレーム（サブフレームインデックス＝２、３）はＴＤＤサービングセルの組
み合わせに該当するが、第３及び第４サブフレームもＰＤＣＣＨ－サブフレームである。
【０１０３】
好ましくは、ＤＲＸタイマーは、ｄｒｘ－不活性タイマー、ｄｒｘ－再伝送タイマー及び
ｏｎＤｕｒａｔｉｏｎタイマーのうち少なくとも１つを含む。
【０１０４】
好ましくは、ＦＤＤサービングセルに対する全てのサブフレームは下りリンクサブフレー
ムであるため、ＰＤＣＣＨ－サブフレームは、下りリンクサブフレームと全てのサービン
グセルのＤｗＰＴＳを含むサブフレームとの組み合わせのうちの一つである。
【０１０５】
したがって、ＴＤＤサービングセルに対して上りリンクサブフレームである場合、端末は
、ＴＤＤサービングセル上でＰＤＣＣＨをモニタリングしない。しかし、ＴＤＤサービン
グセルに対して、サブフレームがＴＤＤサービングセルの組み合わせに対して上りリンク
サブフレームであっても、すなわち、端末が上記サブフレームで任意のＴＤＤサービング
セル上でＰＤＣＣＨを受信することができないとしても、端末は上記サブフレームでＤＲ
Ｘタイマーをカウントする。
【０１０６】
一方、端末が任意のＴＤＤサービングセル上でＰＤＣＣＨを受信できるサブフレームでＤ
ＲＸタイマーをカウントすると、ＰＤＣＣＨ－サブフレームは、下りリンクサブフレーム
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と全てのＴＤＤサービングセルのＤｗＰＴＳを含むサブフレームとの組み合わせを表すこ
ともできる。そして、ＦＤＤサービングセルに対して、端末は、サブフレームでＰＤＣＣ
Ｈを受信することができるとしても、そのサブフレームでＤＲＸタイマーをカウントしな
い。すなわち、端末は、ＰＤＣＣＨ－サブフレームの他、ＰＤＣＣＨを受信可能なサブフ
レームでもＰＤＣＣＨをモニタリングする。このサブフレームで端末はＤＲＸタイマーを
カウントしない。
【０１０７】
図１２には、ＰＣｅｌｌ及びＳＣｅｌｌ２がＴＤＤモードとして構成され、ＳＣｅｌｌ１
がＦＤＤモードとして構成される例を示す。
【０１０８】
上述したように、少なくとも１つのＦＤＤサービングセルが端末に設定される場合、ＰＤ
ＣＣＨ－サブフレームは任意のサブフレームを表す。この場合、ＳＣｅｌｌ１がＦＤＤサ
ービングセルであるので、ＰＤＣＣＨ－サブフレームは任意のサブフレームを表す。第３
及び第４サブフレーム（サブフレームインデックス＝２、３）は、ＴＤＤサービングセル
の組み合わせに該当するが、第３及び第４サブフレームもＰＤＣＣＨ－サブフレームであ
る。
【０１０９】
したがって、ＴＤＤサービングセルに対して上りリンクサブフレームである場合、端末は
ＴＤＤサービングセル上でＰＤＣＣＨをモニタリングしない。しかし、ＴＤＤサービング
セルに対して、サブフレームがＴＤＤサービングセルの組み合わせに対して上りリンクサ
ブフレームであるとしても、すなわち、端末が上記サブフレームで任意のＴＤＤサービン
グセル上でＰＤＣＣＨを受信することができないとしても、端末は上記サブフレームでＤ
ＲＸタイマーをカウントする。
【０１１０】
一方、端末が任意のＴＤＤサービングセル上でＰＤＣＣＨを受信できるサブフレームでＤ
ＲＸタイマーをカウントすると、ＰＤＣＣＨ－サブフレームは、下りリンクサブフレーム
と全てのＴＤＤサービングセルのＤｗＰＴＳを含むサブフレームとの組み合わせを表すこ
ともできる。そして、ＦＤＤサービングセルに対して、端末はサブフレームでＰＤＣＣＨ
を受信することができるとしても、そのサブフレームでＤＲＸタイマーをカウントしない
。すなわち、端末は、ＰＤＣＣＨ－サブフレームの他、ＰＤＣＣＨを受信可能なサブフレ
ームでもＰＤＣＣＨをモニタリングする。このサブフレームで端末はＤＲＸタイマーをカ
ウントしない。
【０１１１】
本発明は、本発明の特徴又は範囲を逸脱しない範囲で他の特定の形態に具体化できるとい
うことは、当業者にとって自明である。したがって、本発明の範囲は、添付の請求項の合
理的解釈によって決定されなければならず、本発明の等価的範囲内での全ての変更は本発
明の範囲に含まれる。
【０１１２】
以上で説明された実施例は、本発明の構成要素と特徴が所定の形態で結合されたものであ
る。各構成要素又は特徴は、別の明示的な言及がない限り、選択的なものとして考慮しな
ければならない。各構成要素又は特徴は、他の構成要素や特徴と結合されていない形態で
実施されてもよい。また、一部の構成要素及び／又は特徴を結合して本発明の実施例を構
成することもできる。本発明の実施例で説明される動作の順序は変更されてもよい。ある
実施例の一部の構成や特徴は、他の実施例に含まれてもよく、または、他の実施例の対応
する構成又は特徴に置換されてもよい。特許請求の範囲において明示的な引用関係にない
請求項を結合して実施例を構成したり、出願後の補正によって新しい請求項として含めた
りできるということは明らかである。
【０１１３】
本発明の実施例において、基地局（ＢＳ）によって行われると説明された特定の動作は、
上位ノードのＢＳによって行われてもよい。ＢＳを含む複数のネットワークノードで、Ｍ
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のネットワークノードによって行われ得ることは明らかである。'ｅＮＢ'は、'固定局（
ｆｉｘｅｄ　ｓｔａｔｉｏｎ）'、'ＮｏｄｅＢ'、'基地局（ＢＳ）'、アクセスポイント
などの用語に代替されてもよい。
【０１１４】
上述した実施例は、例えば、ハードウェア、ファームウエア、ソフトウェアまたはこれら
の組み合わせのような様々な手段によって具現されてもよい。
【０１１５】
ハードウェアの設定において、本発明の実施例に係る方法は、１つ以上のＡＳＩＣｓ（ａ
ｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔｓ）
、ＤＳＰｓ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｏｒｓ）、ＤＳＰＤｓ（ｄ
ｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｄｅｖｉｃｅｓ）、ＰＬＤｓ（ｐ
ｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｌｏｇｉｃ　ｄｅｖｉｃｅｓ）、ＦＰＧＡｓ（ｆｉｅｌｄ　ｐ
ｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｇａｔｅ　ａｒｒａｙｓ）、プロセッサ、コントローラ、マイ
クロコントローラ、マイクロプロセッサなどによって具現されてもよい。
【０１１６】
ファームウエアやソフトウェアによる具現の場合、本発明の一実施例は、以上で説明され
た機能又は動作を行うモジュール、手順、関数などの形態で具現されてもよい。ソフトウ
ェアコードは、メモリユニットに格納され、プロセッサによって駆動され得る。前記メモ
リユニットは、前記プロセッサの内部又は外部に位置して、公知の様々な手段によって前
記プロセッサとデータを交換することができる。
【０１１７】
本発明は、本発明の特徴を逸脱しない範囲で他の特定の形態に具体化できるということは
、当業者にとって自明である。したがって、上記の詳細な説明は、全ての面で制限的に解
釈してはならず、例示的なものとして考慮しなければならない。本発明の範囲は、添付の
請求項の合理的解釈によって決定されなければならず、本発明の等価的範囲内での全ての
変更は本発明の範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１１８】
上述した方法は、３ＧＰＰ　ＬＴＥシステムに適用される例示を中心に説明されたが、本
発明は、３ＧＰＰ　ＬＴＥシステムのみならず様々な無線通信システムに適用可能である
。
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【図１】

【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】

【図８】

【図９Ａ】

【図９Ｂ】

【図１０】

【図１１】

【図１２】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年8月18日(2016.8.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムで動作する端末（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）に対する方法であ
って、
　少なくとも１つのＦＤＤ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ；周
波数分割デュプレックス）サービングセル及び少なくとも１つのＴＤＤ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉ
ｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ；時間分割デュプレックス）サービングセルを含む複数のセ
ルを設定するステップと、
　サブフレームでＤＲＸ（Ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ；不連続受
信）タイマーカウンティングを実行するステップであって、前記少なくとも１つのＴＤＤ
サービングセルの全ては上りリンクデータを伝送するために用いる、ステップと、を有す
る、方法。
【請求項２】
　前記ＤＲＸタイマーは、ｄｒｘ－不活性タイマー、ｄｒｘ－再伝送タイマー、又はｏｎ
Ｄｕｒａｔｉｏｎタイマーの少なくとも１つを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記サブフレームを含む前記少なくとも１つのＦＤＤサービングセルの全てのサブフレ
ームは、下りリンクサブフレームであり、
　前記少なくとも１つのＦＤＤサービングセルの全ては、ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇＣｅｌｌ
Ｉｄが設定されない、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのＴＤＤサービングセルの全ては、ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇＣｅｌｌ
Ｉｄが設定されない、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　無線通信システムで動作する端末（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）であって、
　ＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）モジュールと、
　前記ＲＦモジュールを制御するプロセッサと、
を備え、
　前記プロセッサは、少なくとも１つのＦＤＤ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ
　Ｄｕｐｌｅｘ；周波数分割デュプレックス）サービングセル及び少なくとも１つのＴＤ
Ｄ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ；時間分割デュプレックス）サービング
セルを含む複数のセルを設定し、サブフレームでＤＲＸ（Ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　
Ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ；不連続受信）タイマーカウンティングを実行し、前記少なくとも１
つのＴＤＤサービングセルの全ては上りリンクデータを伝送するために用いる、端末。
【請求項６】
　前記ＤＲＸタイマーは、ｄｒｘ－不活性タイマー、ｄｒｘ－再伝送タイマー、又はｏｎ
Ｄｕｒａｔｉｏｎタイマーの少なくとも１つを含む、請求項５に記載の端末。
【請求項７】
　前記サブフレームを含む前記少なくとも１つのＦＤＤサービングセルの全てのサブフレ
ームは、下りリンクサブフレームであり、
　前記少なくとも１つのＦＤＤサービングセルの全ては、ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇＣｅｌｌ
Ｉｄが設定されない、請求項５に記載の端末。
【請求項８】
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　前記少なくとも１つのＴＤＤサービングセルの全ては、ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇＣｅｌｌ
Ｉｄが設定されない、請求項５に記載の端末。
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